













ランドサット衛星は 1972年に l 号が打ち上げちれてより，継続的に衛星から地球を
撮影した多重スベクトル画像を提供 L てきている.とくに， 1982年に打ち上げられた


















TM 波長 色 特徴バン ド
沿岸水の状態
1 0.45 ~ 0.52μm 可視域 手喜葉樹と針葉樹の区別青=宇緑 大気情報の提供
2 0.52 ~ 0.60μm 可視域 植物の活力度緑 新設道路や鉄道などの識別
3 0.63 ~ 0.69μm 可視域 植物の識}jIJ赤 地表構造物の識別
4 0.76 ~ 0.90μm 近赤外線 海域と陸域の区別植物量の確認
5 1.55 ~ 1.75μm 植物や土壌の水分含有量の推定中間赤外線 雲と雲との判別7 2.08 ~ 2.35μm )J、水路の識)]IJ





















を出力する.線形結合の係数を重みと呼ぶ.応答関数には 0 または 1 の値を返す階段




















S層 (K-1) J寄 K 層 (K+ 1) 庖 R層

















の属性を判別する. とくに， 崩壊危険地については， その点が他の属性(道路
-田畑など)をもたないことを確認して最終判別を行った.
入力データとしては， 1 ピクセル 7 バンド分のデータの他に，対象とするピクセルを




この方法を用いて， TMデータから福井市北部周辺の道路を判別した例を図 2 に示




ではあるがおよその輪郭はでている. ピクセルの大きさが約30m であり， 中小道路の

















斜面崩壊と地形・地質との関連について研究を行った [3-5] . 図 3 は，その調査で得
られた崩壊地点、を接峰面図の上にプロットしたものである[5] . 調査に用いた航空写


















使用した衛星データは，ランドサット TMデータで， 1988年 4月 19日午前に撮影さ
-21-
れたおのである. 1 ピクセルごとに判別を行ったので，入力層はバンドの個数の 7 個
である.中間層は 14 要素，出力層は l 要素として構成した 3 層のネットワークを用







図 3 と比較すれば，崩壊危険地帯のおおよその位置は判別できる.まず，写真 1 の白
点の分布は図 3 に示されるすべての崩壊地点をほぼ含んでおり，教師データを採取し
た 1972年以降に発生した崩壊を予測できている:また ， 写真 l の白点の分布の特徴は，
図 3 の接峰面図と比較してみると，比較的標高の低い中腹帯に沿って白点が分布して
いることである.標高の高いところでは，あまり白点の分布はみられず，原地形の標


















band1 bむld2 band3 band4 band5 band6 band7 offse七
hid3 4.51 -27.81 7.77 7.66 -51.82 8.36 12.25 3.09 
hid5 40.13 12.84 33.07 -11.61 8.53 -13.52 -17.53 -11.27 
hid6 30.76 9.25 3.81 -14.57 -16.97 -21.20 -25.32 10.00 
hid7 10.09 -4.02 1.87 -6.52 33.52 -18.69 16.82 -3.64 
hid13 11.65 23.25 -13.34 3.96 5.37 38.48 -12.77 -31.15 
hid3 hid5 hid6 hid7 hid13 offset 
out I -10.83 5.53 9.93 8.59 -13.77 ー7.36
図 4 および表 2 の結果によると，中間層から出力層への重みを考慮すると，パンド
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